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（bone mineral density：BMD）と骨質の２つの要因からなる。BMD 低下に関与する破
骨細胞の分化・成熟や活性化に低酸素が関与していることが報告され、OSAと骨強度の
低下、すなわち骨粗鬆症との関連性についていくつか検討が行われているが、結論には
至っていない。BMDの一般的な評価法である dual—energy X-ray absorptiometry（DEXA）
は、body mass index（BMI）≧25kg/m2 の場合、正確性に問題があることが指摘されて
いるが、肥満が最大の要因である OSA の BMD 測定は DEXA で行われている。肥満の影響
を受けない BMD測定には、CTを利用する方法があり、今回『BMDは OSAと関連性がある』
という仮説をたて、肥満の影響を受けない CT 測定法にて検証した。 
【方法】研究参加者は、2008年 12月から 2011 年 7月に京都大学医学部附属病院で OSA
精査のため、終夜ポリソムノグラフィ（polysomnography: PSG）検査を受検した者のう
ち、メタボリックシンドローム疑いにて腹部単純 CT 検査に同意した、男性 180 名、女
性 54名であった。OSAの重症度は、PSG検査の無呼吸低呼吸指数（apnea hypopnea index：
AHI）に従って、AHI＜5/h を OSA なし、5/h≦AHI＜15/h を軽症 OSA、15/h≦AHI＜30/h
を中等症 OSA、30/h≦AHIを重症 OSAとした。BMDは、既報に準じて、腰椎 CT値より算
出した。 
【結果】男性では、重症 OSA患者群は OSAなし群と比べて有意に BMDが低下していたが、
女性では、OSA と BMD との関連性は認められなかった。BMD と各変数との単相関では、
男女ともに年齢や肺胞気動脈血酸素分圧較差（alveolar-arterial oxygen pressure 
difference：A-aDO2）と有意な相関を示した。また男性では、覚醒指数や高血圧と BMD





【結論】これまで OSA と骨粗鬆症との関連性については、BMD を DEXA によって評価し
検討が行われていたが、CT にて検討が行われたのは、本研究が初めてである。本研究
では、重症 OSA患者群では OSAなし群と比べて有意に BMD低下が認められた。また、男
性においては、日中の酸素化指標である A-aDO2や高血圧と BMD との関連性が見出され






（DEXA）は、body mass index≧25 kg/m2 の場合、測定精度に問題があるとされるが、
肥満が最大の要因である OSAの BMD測定にも DEXAが行われている。DEXAより肥満の影
響を受けにくいとされる BMD 測定には CT を利用する方法がある。今回 BMD は OSA と関
連があるという仮説を内臓脂肪量測定のため撮影された CT にて BMD を測定することで
検証した。 
 OSA精査のため、終夜ポリソムノグラフィ検査を受検した成人 718名のうち、内臓脂
肪型肥満疑いにて単純 CT 検査に同意した 234 名を対象に横断的解析を行った。BMD は
既報に準じて腰椎 CT値より算出した。 
男性の重症 OSA 患者群では、OSA なし群と比べて有意に BMD が低下していたが、女性






以上の研究は肥満患者が多い OSA患者の BMDを CTにて評価した初めての検討であり、内臓脂
肪量評価目的で撮影された CT 画像により追加の放射線被爆なしで、BMD を測定できる可能性
を示し、臨床的に寄与するところが多い。 
  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 28 年 2 月 23 日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
 
